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兵庫県の山地性オオウラギン

ヒョウモンについて 斗斤瀧近藤伸一

場として利用されている。発生地のスキー場は隣接ス

キー場と異なI)地区の人達のワラビの採取場所となっ

ているため毎年4月25日前後に火入れが行なわれる。

従って隣接スキー場と比較すると、生えている木本類

の種類は変らないが本数は非常に少〈、ほとんどがワ

ラビを中心とした草木からなり、又夏期は放牧場とし

て利用されている。ワラビの下草に各種スミレが分布

し、ワラビのない部分には芝に混ってスミレ類、カワ

ラケツメイが生育しツマグロキチョウが多数発生して

いる。中腹のカワラボウフウからキアケハが発生し、

クロシジミも多数発生する。

3，飼育結果

（イ）産卵について

表(1)のとおり9月6日に採集した平が9月28日から

産卵を始め10月15日まで309産卵した。

表－1 日別の産卵数

1 ， はじめに

山地性オオウラギンヒョウモンは、平地性のものと

比較すると一般に小型で、発生時期が遅く、夏眠しな

いと言われている。

これらの特性は、それぞれの集団の遺伝的特性であ

るのか、その生息環境に左右されるのか興味深い。兵

庫県は過去に平地においても採集されているが、現在

はほとんど発見出来ず西部の標高500m～800mの高原

で局地的に山地性のものが発生している程度である。

本種は他県の例にもれず数年前の多産地も現在は個体

数が激減しているようである。

1980年秋、関宮町東鉢伏にて（標高550m付近)採取

した芋から採卵して平地の条件（高砂市の自宅庭）で

飼育したものが本年羽化したので飼育結果とあわせて、

その生活史について考えてみたい。

2，発生地の環境について

代表的な産地一杉ガ沢高原と東鉢伏について述べる

（イ）関宮町杉ガ沢高原

標高750m前後の草原で中央に湿地を持ち周囲はカシ

ワの点在する疎林がとり囲んでいる。 ミズゴケ類、マ

アザミ、各種スケ類が自生する中央部の湿原からカシ

ワの疎林へと移行する間がカヤを中心とした草原にな

っており、そこにスミレ類が分布する。各種ヒョウモ

ン類の他、湿地のボウフウにキアケハ、草地のオミナ

エシにウスイロヒョウモンモドキ、カシワからはハヤ

シミドリシジミが発生する他ホシチャバネセセリ、コキ

マダラセセリ、ジャノメチョウ等も発生している。

この付近は安山岩を基岩とする塩基性の強い土質で、

地形的に準平原を形成しているため土砂の移動のない

水はけの悪い地域で風による生育阻害も加わり、古く

からカヤ場と呼ばれるススキ原となっており、村人は

カヤブキ屋根の材料をこの場所に求めていた。また但

馬牛の放牧にも使用されていたため、火入れ・放牧・

採草が繰り返えされヒョウモン類の生息に適した場所

となっていた。近年高原野菜の栽培が盛んになり続々

と開墾され草原のまま残されている面積は少い。

（ロ）関宮町東鉢伏

この付近は標高550mとやや低いが鉢伏安山岩系の火

山灰が堆積し塩基性の強い土壌で、やはり風による生

育阻害がみられ木本類の生育は大変長く、冬期スキー

(注） 天候、気温は姫路測候所
便宜上日照時間5時間以上①、 5時間以下◎で表示した。

なお木村三郎氏が1979年8月14日採集した芋は9月

24日から産卵を開始し､410卵（無精卵）確認しており、

生息地においても9月末から10月にかけて産卵するも

のと推定されるが、産卵数は個体差がありそうである。

本年確認のため9月27日両産地を訪れた。杉ガ沢では、

ウラギンヒョウモンの平ばかりでオオウラギンヒョウ

モンは確認出来なかったが、東鉢伏では産卵の状況こ

そ確認出来なかったが2早確認し1芋採取した。 2早
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とも動きは活発で､、かれかかったワラビの生えた草地

を〈 ')かえし飛んだり .I上ったりしており、 ﾜﾗピの下

には多数のスミレか兄られた･

（ロ）越冬幼虫について

9ノ128日産卵されたものは10月30日より孵化を開始

し （卵期間33日以上)、 10月9日に産卵されたものは

11jjl6Hより孵化を開始した（卵期間38日以上)｡飼育

の条件は下図1.の通りである。

図1 ． 飼育の条件
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12月30日…l令幼虫(A鉢）枯葉の異、砂粒のf等

に潜み、 日中気温が上ると活発に動く （蚊高7.6℃妓低

－4．7℃姫路測候所）

1月21日…枯葉の炎に静｣こしている幼虫数は(A鉢）

1匹、 (B鉢)2匹、 (C鉢)6匹、 (D鉢)0匹、 (E鉢）

OILo

1月23日．…(A鉢)8匹、 (B鉢)3匹、 (C鉢)5匹、

(D鉢)0匹、 (E鉢)0匹、 3日の間に各鉢の幼虫数に

変動があり気朏の上昇.による移動と推定される。 （最

高8.8℃巌低－4℃姫路測候所） 8℃の条件下で肺止し

ている幼虫に刺激を与えると活発に動く 。 また水に対

する反応も敏感で、 (A鉢)の砂に水をかけ砂中の水位

が少し上ると砂の表面に現れる幼虫の数がふえる。

（ハ）幼虫から羽化まで

3月気温の上昇とともに室内(A、B.C鉢）にカビ

か発生して、幼虫は全滅した。

4月23日．…屋外に放置している(D･E鉢)よI) 1令

幼虫に拠って2令幼虫を確認、 スミレの若葉に小さな

食痕があり、 この頃休眠からめざめているようである。

幼虫の数は(D･E鉢)合せて20匹ぐらい確認出来た。

5月28日…･幼虫は令数不明ではあるか4mmから13m

の大きさまで成長のばらつきは大きい。 しかし成長の

遅いｲ|古1体がその後羽化出来るまで遅れをとり戻したか

と．うかは確認出来なかった。 この時期幼虫を見つける

②6月24日終令幼虫

③6月24日蜥

のは大変困難で枯葉が巻いて出来る少しの隙間等にも

〈･り込んでおり摂食している様子は一度も確認出来な

かった。
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6月6日…･最初の終令幼虫が現われる。 6月24日よ

り7月4日にかけて7匹踊化し、 7月6日から7月15

日にかけて234旱が羽化した。 （蛎期間10日～11日）

4、生活史について

オオウラギンヒョウモンも他の昆虫と同様に山地性、

平地性それぞれが生活環境に適したように調整しなが

ら生活を営んでいる。次表は山地性オオウラギンヒョ

ウモンの生息地の推定日平均気温と姫路市の日平均気

温の比較である。少し無理はあるが姫路市の平均気温

を平地の気温と仮定して進める。

旬まで観察されておI)4月中、下旬頃休眠からさめる

ようである。

成虫は6月上旬より発生し秋の交尾の観察例のない

ところから、すべて越夏前に交尾し、 10月中旬前後に

産卵された卵は6週間の卵期を経て11月下旬より12月

上旬にかけて孵化し越冬に入る。兵庫県は平地性のも

のの数が少〈野外観察例はないが、採集例はいずれも

6月であり）同様の生活を送るものと推定される。

5， 山地性と平地性との比較

（イ）羽化時期について

山地性のものを平地の条件で飼育した場合休眠から

さめる時期は大差ないとおもわれるが幼虫期間は長く
羽化の時期は平地性のものと比較して1ヵ月以上遅い。

この性質は遺伝的なものではないかと考える。

（ロ）夏眠について

山地性のギが羽化し交尾した後も日平均気温は23℃

～24℃と平地の6月下旬～7月上旬の気温で、そのま

ま秋になり、 もし夏眠の原因が気温の高さによるもの

であるなら夏眠する必要はない。また山地性の羽化時

期の遅れが交尾時期を遅らせ夏眠の期間を持つことな

く産卵期に入ることが出来るようである。

（ハ）大きさの比較

山地性のものを平地の条件で飼育した場合平地並の

大きさに育てば山地性の小型の原因は遺伝的なもので

はないと判断出来るが、今回羽化した早の前翅長の平

均は37.7mm、 ＄は34mmと尾崎氏の測定された東鉢伏産

203の平均34.8mmと比較して変りがないため、遺伝的

な原因による小型化か飼育による外的要因による小型

化か判断出来ない。

表2． 山地と平凱の日平均気渭

I
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鎚
蝋

〈採集記録＞

<山地性＞

養父郡関宮町杉ガ沢

〃 〃 東鉢伏

〃 〃 杉ガ沢

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 ． 〃 東鉢伏

〃 〃 〃

－．－姫路測候所平年気温（日平均）

一・一一・一オオウラギンヒョウモン発生地推定気温

（村岡町日平均気温に高度差－2℃を加えた

もの）
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131ギ

33

3早

3手

1旱

広畑政己

浅田卓

戸田智三

花岡正

戸田智三

木村三郎

近藤伸一

近藤伸一

24-Ⅶ-1977

27-VI-1980

29-Ⅶ-1979

3－Ⅷ-1980

8－Ⅷ-1979

14-Ⅷ-1979

6-m-1980

27-Ⅸ-1981

山地性については1日の平均気温が10℃を越るのは

4月下旬で、このころから5月にかけて越冬幼虫は休

眠からめざめるものと推定される。採集記録から3は

7月中、下旬より旱は8．月上旬から羽化を始め、 8月

中旬ごろまでにかけて交尾し（広畑氏は1979年8月14

日杉ガ沢にて交尾を確認されている）夏眠することな
く9月下旬から10月中旬にかけて産卵胆.10月末から

11月中旬に孵化した幼虫はそのまま越冬に入る。

一方平地においては4月上旬ごろには10℃を越えス

ミレも芽立ちを始める。滋賀県八日市市における野外

観察例（森1958）では2令幼虫が4月下旬より5月上

<平地性＞

川西市

小野市片山町

洲本市安乎町

吉阪道雄

山本広一

堀田久

３
ｔ
ｔ

ｌ
ｌ
ｌ

11-Ⅵ-1948

13-Ⅵ-1932

23-Ⅵ-1946
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